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ネットワークの進化により、イノベーションを創出し豊か
で、安全・安心な社会を新世代ネットワーク技術により
実現すべく、欧米、アジアをはじめグローバルに活動中
です。「未来を予測する最高の方法は、創造することだ」
という米国の計算機科学者 Alan Kay 氏の言葉を信じ
つつ、活動しています。今年度は、自らもクラウドの中に
生活することを決め、目下、様々な抵抗にあいながらも
実践中。

「�新しいネットワーク技術により、
イノベーションを起こすべく NICT
では JGN-Xと StarBEDという2 つ
のテストベッドを展開し、技術開発
を行うとともに、広く利用してもらっ
ています。新たなサービスやビジネス
創造につながる動きについてここで
紹介します。」
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 �新世代通信網テストベッド JGN-X

　新世代ネットワークは、様々な問題を抱える
インターネットを新しい技術のイノベーションに
より変革することによって実現できるものです。
しかし、インターネットのように国際間にまたが
る多様なステークホルダーと多様な技術が絡み
合ってでき上がっているものだと、その中でイノ
ベーションを興すことは容易ではありません。そ
のため、新しい技術やアイデアを現状の技術とす
りあわせつつ安全に試してみることのできる箱
庭が必要です。それが、テストベッドです（図 1）。
テストベッドの目的としては、以下のようなもの
が挙げられます。
・ �複数の製品群との相互接続性と産業エコシス

テムにおける立ち位置の確認
・ �国際連携と標準化

・ �技術を実際に展開する際の社会的アセスメント
と問題点の洗い出し

・ �技術の応用研究と運用に対する人材育成
・ �新しいイノベーションの創成
　総務省では、1999 年から我が国におけるブ
ロードバンド技術の研究開発とその普及を目
指してテストベッド網の構築が始まりました。
当時、ブロードバンドは普及しておらず、まだ
Mbps の時代であったことから、将来をにらん
で Japan Gigabit Network （JGN）と 名 付
けられました（図 2）。1999 年 4 月から 2004
年 3 月までの JGN、 2004 年 4 月から 2008
年 3 月までの JGN2、 2008 年 4 月から 2011
年 3 月までの JGN2plus、 2011 年 4 月からの
JGN-X へと続いています。この間、2004 年の
通信・放送機構（TAO）と通信総合研究所（CRL）
が統合され NICT が設立されたことにより、

図1　JGN-Xの概要と構成
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新世代NW技術の確立とその展開にフォーカスし、日本を縦断する広域NWに以下の環境を実現する
ことで、新世代NWのプロトタイプ構築を目指す。
・新世代ＮＷにつながる先端技術を実装し、一般利用により実証可能な複数プレーンを同時に構築
・仮想化NW上での利活用を促進する仮想化環境を段階的に構築
・海外ＮＷとの接続や他のテストベッド（ワイヤレステストベッド、StarBED3）とも連携

• 金沢AP(無量寺) <10G>
• いしかわクリエイトラボAP
  (能美市) <10G>

• 札幌AP(中央区) <1G>

• 仙台AP(青葉区) <10G> 
• 東北大学AP <10G>
• 岩手県立大学AP<1G>

• 大手町AP <10G>
• NICT大手町AP <10G>
• NICT小金井AP <10G>
• 東京大学AP <10G>
• つくばAP(吾妻) <1G>
• NICT鹿島AP <10G>
• 横須賀AP <10G>

StarBED3

東京

JGN-X　国際回線

■小金井-■大手町

下記情報ハイウェイ(※)の各APから
JGN-Xへの接続が可能です。
・岡山情報ハイウェイ
・鳥取情報ハイウェイ
・いばらきブロードバンドネットワーク（予定）
・SuperCSIネットワーク（広島）

ワイヤレステストベッド

※: Partnership Network(PNW)

(PNWの利用内容（サービス・伝送容量等）は
各運用機関との調整となります。)

• 名古屋AP(栄)<10G>•香川大学AP <1G>
•高知AP (本町)<10G>

• 沖縄AP(恩納村) <1G>

韓国

JGN-X / APII 回線

• 福岡AP(天神) <10G>
• 九州大学AP <10G>
• 九州工業大学AP <10G>

• 岡山AP(中山下) <10G>
• 広島AP(基町) <10G>

• 大阪AP(堂島) <10G>
• 大阪大学AP <10G>
• NICTけいはんなAP<10G>
• NICT神戸AP <1G>

DCNプレーン

Openflowプレーン

仮想化ノードプレーン
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テストベッドの運営主体が NICT に移ること
になりました。2011 年から新たな中期計画が
始まるのにあわせて、これまで運用してきたネッ
トワークテストベッドに、クラスタから構成され
る計算機群によるシミュレーション/エミュレー
ションテストベッド StarBED3 を加えて、2 つ
のテストベッドインフラストラクチャを構築、
運用し、利用者に提供しています。ネットワー

クテストベッドである JGN-X とシミュレー
ション / エミュレーションテストベッドである
StarBED3 を統 合して、ICT グローバルテス
トベッドと呼んでいます。これまでのインフラ
偏重のテストベッド整備からサービスプラット
フォームという、より上位サービスを提供する
テストベッドへと大きく変貌を遂げ、2015 年
頃までに最先端技術を組み込んだ大規模な実

験ネットワークおよびエ
ミュレーション環 境を順
次構築・運 用するととも
に、実験ネットワークにつ
いては NICT で研究開発
を進めている新世代ネッ
トワークのプロトタイプに
進化させ、2020 年頃には
新 世代ネットワークの実
現を目指しています。

図2　テストベッドの進化

図3　SuperComputingでの国際パス設定の実験展示
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ネットワーク研究本部の研究活動
テストベッド研究開発推進センターにおける研究活動
外部機関との共同研究活動

国際的競争力強化

産・学・官連携による研究開発の戦略的推進

新世代ネットワークを白紙から再設計

JGN-Xを活用した

新世代ネットワークに向けた取り組み

AKARIプロジェクト

新世代ネットワークに対する
国際的気運の高まり
(FIND,FP7等）

次世代ネットワーク
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産学官連携

・ 高速化、多様化
・ 高可用、高品質
・ セキュア、省エネ
・ 未知の課題への対応

既存技術の限界
・機能追加による複雑化
・性能向上の限界 

データ通信網

2008年 2010年（次世代） 2015年（新世代）

(2011.4－2016.3)StarBED3

JGN-X (2011.4－2016.3)JGN2plus

StarBED2
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 �新世代ネットワークへの進化

　新世代ネットワークに向けて、様々な技術要素
が提案されており、そのイメージは混沌としていま
す。しかし、利用者側から期待されている新世代
ネットワークはこれまでの単なる土管としてのネッ
トワークではなく、セキュリティや QoS などの様々
な要求にタイムリーに応える利用者それぞれに対
するオンデマンドサービスネットワークです。
　これを実現するための基盤的な機能が、ネッ
トワーク仮想化です。すなわち、物理的なネット
ワークの上に、利用者それぞれのニーズに対応す
る仮想的なネットワークを複数、オンディマンド
に作り出すことができる機能です。
　JGN-X では、このネットワーク仮想化技術
を活用して、新世代ネットワークプレーンと呼
ぶインフラを構築し、その中長期的な運用およ
び一般利用提供を通じて、新世代ネットワーク
技術の実用化および普及を目指す取り組みを

開始しています。いくつかのプレーンが JGN-X
上に同時に存在しており、それぞれの仮想ネッ
トワークの中では、各利用者が自分たちのた
めだけのネットワークサービスを享受しています。
また、このネットワーク仮想化技術は、光パス・
パケットスイッチのような柔軟な光ネットワーク
の上でこそ真価を発揮するため、早期の導入が望
まれています。JGN-X ではネットワーク仮想化技
術をはじめとするさまざまな新世代ネットワーク
技術をいち早くテストベッド内に展開、サービス
として利用者に提供することで新しいサービスを
利用した応用が花開くことも期待しています。ま
た、JGN-X は米国、タイ、シンガポール、香港に
足を持つ国際テストベッドであり、アジア太平洋
地域への技術展開、協力が促進されることを狙っ
ています。その成果は放送局と連携したさっぽろ
雪まつりでの実証実験や SuperComputingで
の国際的連携成果として現れています（図 3、4）。

図4　さっぽろ雪まつりでの映像伝送実験の模様
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